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一

禅
喩
は
、
禅
愉

・
禅
輸
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、

そ
の
著

作

『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
の
写
本
は
、
す

べ
て
、
「
禅
喩
」

と
な

っ
て
い

(
1
)

る

の

で
、

こ
れ

に

し
た

が

う

こ

と

と
す

る
。

(
2
)

禅
喩
の
事
績
は
、
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
が
、
『僧
綱
補
任
』
『
探
題

(3
)

次
第
』
な
ど
に
、
事
績
の

一
部
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
録

に
ょ

っ
て
、
そ
の
事
績
を
、
年
代
順
に
整
理
し
て
み
る
と
、

(4
)

、
康
保
三
年

(九
六
六
)
十
月
廿
日
、
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
、

貞
元
二
年

(九
七
七
)
北
嶺
探
題
に
補
任
さ
れ
、

同
年

五
月
光
日
、
権
律
師
、

天
元
二
年

(九
七
九
)
十
二
月
廿

一
目
、
律
師
に
昇
任
、

寛
和
二
年

(九
八
六
)
十
二
月
廿
五
目
、
権
少
僧
都
に
昇
任
、

永
詐
二
年

(九
九
〇
)
十
二
月
廿
二
目
、
入
滅

と
な
る
。
ま
た
、
井
上
光
貞
氏
の
調
査
に
よ

る
と
、
応
和
宗
論

(
九
一

三
)
で
は
、
禅
喩

の
名
は
北
嶺
十
口
の
筆
頭
に
列
ね
ら

れ
、
良
源

智

興

・
聖
救
と
次
第
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
地
位
は
、
良
源
の
上

に
あ

っ
た
が
、
康
保
三
年
に
、

つ
い
に
、
良
源
に
超
え
ら
れ
た
こ
ど
が

(5
)

知
ら
れ
る
。

ま
た
、
『僧
綱
補
任
』
の
永
詐
二
年

の
条
に
、

入
滅
時

の
禅
喩

の
年

齢
は
、
七
十
八
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
生
没
年
代
を
、
延

喜

二
二
年

(九

二
二
)
か
ら
永
詐
二
年

(
九
九
〇
)
ま

で
と
み
る

こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
康
保
四
年
五
十
九
、
貞
元
二
年
六
十
六
、
天
元
二

年
六
十
八
、
寛
和
二
年
七
十
五
、

と
あ
る
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
貞

元
二
年

・
天
元
二
年

・
寛
和
二
年
の
各
条
の
年
齢

は
、
延
喜

一
二
年

の

生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
し
、
康
保
四
年

の
条

の
年
齢
は
、
延
喜
九
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
断
定
的
な
こ
と
は

い
え
な

い
が
、
禅
喩

は
、
良
源

(九
二

一
-九
八
五
)
千
観

(九
一
八
-
九
八
三
)
と
ほ
ぼ
同
時
代

の
人
で

あ
り
、
源
信

(九
四
二
-
一
〇

一
七
)
よ
り

一
世
代
前

の
人
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
著
作
と
し
て
は
、
『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
の
他
に

『
二
十
往
生
大
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(
6
)

願
』
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
が
、
現
存
し
な
い
し
、

こ
れ
を
傍
証
す
る
資

料
も
な
い
。

二

『
阿
弥
陀
薪
十
疑
』
に
は
、

保
元
元
年

(
一
一
五
六
)
に
弁
憲
が
書

写
し
た
、
名
古
屋
真
福
寺
所
蔵
本
、

明
暦
三
年

(
一
六
五
七
)
書
写
の

坂
本
西
教
寺
正
教
蔵
本
ー

保
延
四
年

(
一
二
ご
八
)
の
奥
書
あ
り

(3
)文
化
七
年

(
一
八
一
〇
)
に
真
超
書
写
の
叡
山
文
庫
無
動
寺
蔵
本
、

江
戸
末
期
書
写
の
叡
山
文
庫
生
源
寺
蔵
本
、

明
治
時
代
の
書
写
本
で

あ
る
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
ー

保
延
四
年
の
奥
書
あ
り
ー

の
五
種

(7
)

の
書
写
本
が
現
存
し
て
お
り
、
坂
本
西
教
寺
正
教
蔵
本
を
底
本
と
し
、

他
の
四
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
も
の
が
、
佐
藤
哲
英
氏
の

『
叡
山
浄
土

教
の
研
究
』

の
第
二
部
資
料
編
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
書
名
は
、
諸
種

の
目
録

で
は

『
新
十
疑
』
『
新
十
疑
論
』
な

ど
と
な
っ
て
い
る
が
、
上
記
の
五
種
の
写
本

は
、
す

べ
て
、
『
阿
弥
陀

(
8
)

新
十
疑
』
と
な

っ
て
お
り
、

こ
れ
が
具
ハ名
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
の
冒
頭
に
は

夫
十
疑
者
是
天
台
大
師
為
レ憐
二懲
末
世
之
衆
生
-所
レ制
也
…
…
大
師
既
起
二

十
疑
一元
レ不
二円
備
一

有
二何
不
7飽
更
紫
二後
見
一乎

可
レ謂

紫
摩
金
前

迦
遮
之
屑

亦
是
栴
檀
林
裏
伊
蘭
之
株
耶
…
…
恐
臨
二傲
亀
浜
之
深
理
一誤

(9
)

陳
二牛
溶
之
浅
疑
一

号
二之
新
十
疑
一備
二禅
座
之
右
一 

と
あ
っ
て
、
そ
の
述
作
の
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
天
台
大
師
は
末
世
の
衆
生
を
憐
懲
し
て
浄
土
十
疑
論
を
著
わ
さ

(
10
)
れ
、
し
か
も
、
そ
の
内
容
た
る
や
円
備
な
ら
ざ
る

こ
と
な
き
完
壁
な
も

の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
い
さ
さ
か
疑
問
点
も
あ
る
の
で
、
紫
摩
金
に

対
す
る
迦
遮
末
尼
、
栴
檀
林
に
対
す
る
伊
蘭

の
株

の
ご
と
き
諺
り
を
免

か
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
え
て
、
筆
を
と

っ
た
の
で
あ
り
、
天

台
大
師

の
古
十
疑
に
対
し
て
新
十
疑
と
称
し
、
禅
定
止
観

の
た
め
の
座

右

の
書
に
し
よ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
は

『
浄
土
十
疑
論
』
に
範

を
求

め
て
、
問
答
形
式
に
よ
っ
て
、
浄
土
往
生
の
問
題

を
論
じ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、

そ
の
思
想
的
立
場
は
、
佐
藤
哲
英
氏
が

『
古
十
疑
』
は
天
台
大
師
の
著
作
に
仮
托
さ
れ
た
と
は
い
っ
て
も
、
天
台
独

特
の
教
義
や
口
吻
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
曇
鷺
・
道
紳

・懐
感
の
系
統
に
属

し
、
『無
量
寿
経
』
・
『観
無
量
寿
経
』
・
『阿
弥
陀
経
』
・
『浄
土
論
』
を
引
き
、

道
緯
の
『
安
楽
集
』
に
負
う
と
こ
ろ
大
な
る
浄
土
教
文
献
で
あ
っ
た
。
然
る

に

『
新
十
疑
』
で
は
か
か
る

『古
十
疑
』
を
う
け
つ
つ
そ
の
思
想
的
立
場
は

あ
く
ま
で
天
台
に
あ
り
、
『法
華
経
』
・
『普
賢
観
経
』
…
『仁
王
経
』
・
『薬
師

経
』
を
引
き
、
南
岳

・
天
台
・
妙
楽
の
言
葉
を
あ
げ
て
転
網
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
、
ま

っ
た
く
異
な

っ
た
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三

『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
の
第

一
疑
は
、
四

つ
の
問

答
か

ら
成

っ
て
お

禅
喩
の
往
生
思
想
 (奈

良
)
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禅
喩
の
往
生
思
想
 (奈

良
)

り
、
極
楽
往
生
と
種

・
熟

・
脱

の
三
時

の
問
題
が
取
扱
わ
れ
、
『
観
経
』

下
々
品
の
十
悪
五
逆
の
悪
人
往
生
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
疑

は
、
二

つ
の
問
答
か
ら
成

っ
て
お
り
、
弥
陀
念
仏
と
普
賢
繊

悔
と
の
優
劣

の
問
題
が
論
じ
ら
れ
、

第
三
疑

で
は
、
二

つ
の
問
答
に
よ

っ
て
、
九
品
往
生
の
教
は
如
来
の

密
語
で
あ

る
こ
と
を
論
じ
、

第
四
疑

で
は
、
四

つ
の
問
答
を
た

て
て
、
『
古
十
疑
』
に
引
く

『
浄

土
論
』
の
女
人
及
び
根
欠
、
二
乗
種
不
生
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
、

第
五
疑

で
は
、
七

つ
の
問
答
に
よ

っ
て
、
極
楽
往
生
と
断
惑

.
滅
罪

の
問
題
が
論

じ
ら
れ
、

第
六
疑

で
は
、
三

つ
の
問
答
に
よ

っ
て
、
逆
諺
摂
不
の
問
題
が
論
じ

ら
れ
、
第
七
疑

で
は
、
三

つ
の
問
答
に
よ

っ
て
、
未
断
惑

の
凡
夫
の
往
生
と

極
楽
不
退

の
問
題
、

第
八
疑

で
は
、
三

つ
の
問
答
に
よ

っ
て
、
弥
陀
の
身
土
の
問
題
、

第
九
疑

で
は
、
三

つ
の
問
答
に
よ

っ
て
、
第
十
七
願
の
諸
仏
讃
歎
の

問
題
、
第
十
疑

で
は
、.
五

つ
の
問
答
を
た
て
て
、
極
楽
往

生

の
意
義

と
方

法
、
な
ど
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
全
十
疑
三
十
六
問
答
の
中
で
、
た
と
え
ば
、
第
四
疑
に
お
い

て
、
『
阿
弥
陀
経
』
に
「
彼
仏
有
二無
量
無
辺
声
聞
弟
子
↓
皆
阿
羅
漢

非
三
是
算
数
之
所
二能
知

一

諸
菩
薩
衆

亦
復
如
レ
是
」

と
あ
る
点
に
つ

い
て
、
禅
喩
は
、
「
彼
土
声
聞
皆
是
菩
薩
也
」

と
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ
、

声
聞
と
菩
薩
と
の
区
別
を
し
て
い
る
の
か
、

と
い
う
疑
問
に
対
し
て

声
聞
之
中
錐
レ有
二菩
薩
一

而
形
兄
是
声
聞

猶
為
二声
聞
衆
一

若
形
児
菩

(12
)

薩
者

別
答
也

と
し
て
、
菩
薩
衆
が
、
声
聞
の
形
貌
を
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
説
明
し

(13
)

て
い
る
の
は
「
い
さ
さ
か
珍
奇
で
あ
る
」
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
し
、
第

五
疑
に
お
い
て
、

一
称
の
称
名
念
仏
の
力
に
よ
っ
て
八
十
億
劫
の
生
死

の
罪
を
滅
尽
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
「
仮
使
、
百
千
万
度
、
称
二南
元
阿

(14
)

弥
陀
仏

一

已
云
二元
始
以
来
生
死
一

量
有
二棘
尽

輔耶
」

と
設
問
し
、

例
如
二闘
戦
之
時

初
陣
壊

後
陣
壊
易
一

新
業
為
二初
陣
一

業
力
強
盛

故
之
業
為
二後
陣
一

勢
力
微
劣
故

是
以

滅
二
八
十
億
劫
等
罪
一之
処

元

(15
)

量
生
之
故

業
不
レ成
二往
生
之
障
一也

と
説
明
し
て
い
る
の
も
、
論
の
た
め
の
論
、

と
い
っ
た
諦
り
を
免
か
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。

四

右
に
み
た
よ
う
に
、
『
阿
弥
陀
新
十
疑
』
に
は
、

い
さ
さ
か
珍
奇
な
、

あ
る
い
は
、
苦
し
ま
ぎ
れ
の
、
論
の
た
め
の
論
、

と
い
っ
た
論
述
も
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
第

一
疑
に
お
い
て

而
云
何
下
品
中
生
之
人

造
二十
悪
五
逆
一

唯
聞
二
善
友
之
教
一

具
二十
念
一

(16
)

之
処

一
切
罪
悉
消
滅

得
二観
音
勢
至
之
来
迎
一耶
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と
設

問

し

仮
使

造
二
十
悪

五
逆

一

身
已
具
ハニ
十
念
二

十
念
之

力

殊

勝

故

蒙

二
二
大

(17
)

士
来
迎

一

有
二
何
不

可
一乎

と
答

え
、

第

六

疑

に

お

い

て
、

再

び
、
「
犯

二
五

逆

罪

一
者

可

レ
生

二
極

楽

一耶
」

と

設
問

し

説
二
下
品
中
生
之
造
十
悪

一云

造
二
十
悪
五
逆

一之

人

臨
終

之

時

錐

レ
不

(18
)

レ
能
二
心
念

一

而
依
三
口
称
二
南
元
阿
弥
陀
仏

一

得

二往

生

一也

と

い

い
き

っ
て

い

る
点

に
注

目

す

る

時
、

そ

こ

に

は
「

と

く

に

『
観

経

』

の
下

三

品

を

中

心

と
し

て
、

愚

悪

の
凡

夫

の
救

い
に

焦

点

を

あ

て

(19
)

よ
う
と
し
」

て
い
る
禅
喩
の
往
生
思
想
の
根
幹
を
み
て
と
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

右
に
み
た
よ
う
に
、
禅
喩
は
、
十
悪
五
逆
の
往
生
に
つ
い
て
、

こ
れ

を

『
観
経
』
下

々
品
に
よ

っ
て
理
解
し
た
あ
と
、
第
十
八
願

の
「
唯
除

五
逆
誹
諺
正
法
」

の
問
題
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

問

此
等
経
皆
是
方
等
部
経
也
…
…
観
経
既
云
二唯
除
五
逆
誹
諺
正
法
友

此
義
如
何

答

此
文
説
二九
品
往
生
一畢
次
下
文
也

上
既
云
二
五
逆
往
生
一

何
次
下

云
二唯
除
五
逆
等
一

可
レ謂

出
経
者
脱
二落

若
勧
進
之
詞
二欺

案
二方
等

部
之
旨
一

不
レ可
レ説
二五
逆
往
生
一

故
元
量
寿
経
云

除
下
五
逆
及
諺
二大

乗
入

上

間

錐
レ
云
三出
経
者

脱
二落
勧
進
之
詞
一

而
此
義
未
二極
成
一

何
者

観

元
量
寿
経
下
文

井
元
量
寿
経

同
云
二除
五
逆
諺
正
法
一

然
説
二
下
品
中

下
生
人

一

云
二犯
十
悪

五
逆
往
生

-也

一
経
之

二
説

不
レ
可
レ
不

二
和
会

一

答

方
等
経

具
ハ
ニ
四
教
説

一

除
二
五
逆
諺
法

一

通
教
之
意
也

不

レ
除
者

円
教
之
意

也

説
二
貧
欲
即
是

道

悉

擬
亦

復

然

一

非
レ
等

也

非

二
方

等

(20
)

部
一乎

す
な
わ
ち
、
『
観
経
』
は
方
等
部
の
経
典
ハで
あ

り
、

一
方

に
お
い
て

十
悪
五
逆

の
愚
悪

の
人
の
往
生
が
可
能

で
あ
る
と
説
き
な
が
ら
、
他
方

に
お
い
て

『
観
経
』
に
す
で
に
「
五
逆
と
正
法
を
誹
諺
す

る
も

の
と

(
21
)

を
除
く
」
と
述

べ
ら
れ
て
あ
る
の
は
矛
盾
す
る
で
は
な
い
か
、
と
の
問

い
を
設
け
、
『
観
経
』
で
は
、
九
品
往
生
を
説
い
た
あ
と
に
、
「
唯
除
」

等

の
文
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
す
で
に
五
逆
往
生
を
説

い
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
あ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
「
唯
除
五
逆
誹
諺

正
法
」

の
文
に
は
「
勧
進
」

の
詞
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
を

経
典
訳
出
者
が
誤

っ
て
脱
落
さ
せ
て
し
ま

っ
た

も

の
で
あ

る
、
と
答

え
、
さ
ら
に
、
方
等
部

の
経
典
ハ
の
本
来
的
な
立
場

で
は
、
五
逆
往
生
を

説
か
な
い
の
で
あ

っ
て
、
し
た
が

っ
て
、
『
無
量

寿
経
』
で
は
「
五
逆

及
び
大
乗
を
諺
る
人
を
除
く
」

と
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
答
え

て
い
る
。

さ
ら
に
、
『
観
経
』
の
「
唯
除
五
逆
」
等
の
文

に
勧
進

の
詞

が
脱
落

し
て
い
る
と
い
う
解
釈
は
、
『
観
経
』
九
品
段
の
次
下
と

『
無
量
寿
経
』

と
に
、
同
じ
く
「
唯
除
五
逆
」
等
の
文
が
あ
る
、

と
い
う
点
か
ら
も
、

認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
『
観
経
』

の
、
下
品
中
下

生

の

段
で
、
十
悪
五
逆

の
罪
を
犯
し
た
も
の
の
往
生
を
説
き
な
が
ら
、

そ
の

禅
喩
の
往
生
思
想
 (奈

良
)

-15-



禅
喩
の
往
生
思
想
 (奈

良
)

次
下
に
お
い
て
「
唯
除
五
逆
」
等
と
そ
れ
を
否
定
す
る
、

一
つ
の
経
典

の
上
で
二

つ
の
相
異
す
る
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
矛
盾
を
解
決

す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
設
問
し
、
方
等
部
経
典
に
は
蔵

・
通

・
別

・

円
の
四
教
が
具
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
五
逆
と
諺
法
と
を
除
く
、

と
い
う
の
は
通
教
の
意
で
あ

っ
て
、
円
教
で
は
除
か
な
い
の
で
あ
る
、

と
な
し
、

円
教
の
立
場
に
立

つ
な
ら
ば
、
貧
欲

・
瞑
悉

・
愚
擬

の
す
べ

て
が
、
そ

の
ま
ま
是
道
な
の
で
あ

っ
て
、
通
教
と
円
教
と
は
異
な
る
の

で
あ
る
。

ま
し
て
い
わ
ん
や

『観
経
』
『
無
量
寿
経
』
が
方
等
部

の
経

典

で
な
い
、
な
ど
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
、
と
い
っ
た
答
え
が
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

方
等
部

の
経
典
で
は
、
本
来
、

五
逆
往
生
を
説
か
な
い
、
と
い
う
説

明
と
、
方
等
部
経
典
に
は
、
四
教
が
具
ハ有
さ
れ
て
お
り
、
四
教

の
う
ち

の
通
教
で
は
、
五
逆
往
生
を
説
か
な
い
が
、
円
教
の
立
場
か
ら
は
、
五

逆
往
生
を
説
く
の
だ
、
と
す
る
説
明
と
は
、
内
容
的

に
矛
盾

し
て

い

る
、
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
な
ん
と
し
て
も
、
逆

諺
の
も
の
の
浄
土
往
生
を
認
め
ず
に
は
お
れ
な
い
と
す
る
、
禅
喩

の
往

生
思
想
の
基
本
態
度
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
引
用
文
中
、
「
観
経
既
云
二唯
除
五
逆
誹
諺
正
法
こ
「
此
文
説
二

九
品
往
生

一畢
次
下
文
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
禅
喩

の
見

た

『
観

経
』
に
は
、
九
品
段
の
次
下

に
、
「
唯
除
五
逆
誹
諺
正
法
」

の
文

が
あ

っ
た
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
恐
ら
く
、
参
考
と
し
て
注
釈
的
に
書

き
こ
ん
で
あ

っ
た
、
『無
量
寿
経
』

の
こ
の
文
を
、
『観
経
』
の
本
文
と

誤

っ
て
引
用
し
て
し
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、

と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
「
唯
除
」
等
の
文
に
勧
進
の
語
が
脱

落
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
す
る
禅
喩
の
解

釈
は
、
右
に
み
た
そ

の
基
本
態
度
か
ら
、
当
然
、
う
な
ず
き
う
る
も

の
で
あ

っ
て
、
「
善
導

は
第
十
八
願
の
こ
の
句
を
抑
止
と
捉
え
た
が
、
禅
喩
は
こ
れ
に
引
か
れ

(
22
)

た
か
」
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

五

下
々
品
人
の
往
生

の
要
因

と
し
て
は
、
前

に

も
触
れ
た

ご
と
く
、

「
十
念
」
を
具
ハ足
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ゃお
 

珊
八
之
大
願
深
重

誓
下
令

二
十
念
具
ハ足
之

人
一

来
中
生
我
浄
土
上

仮
使

造
二
十
悪
五
逆

一

身

已
具
ハ
ニ十
念

一

十
念
之
力

殊

勝

故

蒙

三

一
大

(24
)

士
来
塑

(
25
)

造

二十
悪
五
逆

一

唯
聞
二
善
友
之
教

一

具
ハニ
十
念

一之
処

一
切
罪
悉

消
滅

と
。

こ
れ

ら

の
文

に

み

ら

れ

る
「

十

念
」

は
、
「
縦

使

遇

二
善

友

一

錐

三

(
26
)

十
称
二弥
陀
こ

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
観
経
』

の
所
説
に
基
づ
い
て
、

十
声
の
称
名
念
仏
と
み
て
い
た
こ
と
、
明
ら
か
で
あ
る
。

禅
喩
は
、
さ
ら
に
、
「
十
念
」
に

つ
い
て

又
可
レ具
ハニ十
念
一

一
護
法
心

二
不
染
利
養

三

一
切
智
心

四
忍
辱
行

五
謙
下

六
与
楽

七
抜
苦

八
遠
離
語
言
所

九
遠
離
憤
闊
所

十
観
仏

(
27
)
也

と
述
べ
て
い
る
。

乙
れ
ら
の
十
念
は
、
良
源
撰
と
伝
え
ら
れ
る

『
九
品
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往
生
義
』
や
、
千
観
の

『
十
願
発
心
記
』
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
、

一
一
の
念
の
字
句
の
表
現
や
、
十
念

の
配
列
順
序
な
ど

に
、

一
部
相
異
が
あ
る

こ
と
か

ら
、
『
九
品
往
生
義
』
か

『
十
願
発
心

記
』
の
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
、
禅
喩
独
自
の
改
変
を
加
え
て
引
用
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
禅
喩
は
、
護
法
心
以
下
の
十
念
と
十
声

の
称
名

の
十
念
と
の
二
つ
の
十
念
説
に
言
及
し
て
い
る
が
、
両
者
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
な
ん
の
説
明
も
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
『
九
品
往
生
義
』

や

『十
願
発

心
記
』
に
お
い
て
は
、
義
寂
の
説
に
基
づ
い
て
「
専
心
称
二

仏
名
一時

自
然
具
ハニ足
如
レ
此
十
念

一

非
三
必

一
一
別
縁
二
慈
等
一

亦

(28
)

非
下
数
二彼
慈
等
一為
占
十
」

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
禅
喩
に
お
い
て

(
29
)

も
、
恐
ら
く
、
同
じ
観
点
に
立

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
滅
罪
の
問
題
に
関
し
て
は
、

必
滅
レ罪
得
二往
生
一也

故
云
レ滅
二尽
五
十
億
劫

八
十
億
劫
之
生
死
重
罪

(30
)

等
一也

と
な
し
、
も
し
、
「
必
ら
ず
罪
を
滅
し
て
の
ち
に
極
楽

に
生

ず
る
、
と

い
う
の
で
あ

れ
ば
、
無
始
以
来
の
生
死
は
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
劫
に
な
る

か
測
り
し
れ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
し
た
が

っ
て
、
も
し
、
た
だ
八
十
億

劫
の
み
の
罪
を
滅
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
以
前
の
無
量
劫
に
わ
た
る
生

死
の
罪
は
滅

し
尽
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
主

旨
の
問

い
を
立
て
、

滅
二
八
十
億
等
罪
一者

一
称
南
無
之
力
也

若
多
称
南
元

何
必
八
十
億
劫

(31
)
乎
と
答
え
、
さ
ら
に
、
「
た
と
い
、
百
千
万
た
び
南
無
阿
弥
陀
仏

と
称

え

た
と
し
て
も
、
無
始
以
来

の
生
死
の
罪
は
、
と
う

て
い
滅
し
尽
く
せ
る

も

の
で
は
な
い
」
と
い
う
疑
義
を
か
か
げ
、
前
に
み
た
ご
と
く
、

例
如
二闘
戦
之
時

初
悼
壊
後
陣
壊
易
輌

新
業
為
二
初
陣
一
業
力
強
盛

故

(32
)

之
業
為
二後
陣
一
勢
力
微
劣
故

と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
さ
さ
か
論
を
弄

ぶ
感
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
で
あ
る
が
、
無
始
以
来

の
無
量
劫
の
生
死
の
罪
を
、
た
と
え
、
天

文
学
的
数
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
数
的
に
限
定
さ
れ
た
称
名
で
も

っ
て

滅
尽
し
え
な
い
こ
と
は
、
理
の
当
然
で
あ

っ
て
、
最
初
の
強
固
な
敵
陣

が
破
壊
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
後
陣
は
容
易
に
破
壊

し
う
る
、
と
い
っ
た

戯
論
め
い
た
説
明
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、

一
称

の
念
仏

に
よ

っ

て
、
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
が
滅
尽
す

る
、
と

い
っ
て

い
る
点

で
あ

る
。
「
一
称
の
念
仏
」
と
は

『
観
経
』
下
々
品
に
も
示
さ
れ
て

い
な

い

の
で
、

こ
れ
は
、
禅
喩
自
身
の

『
観
経
』
下

々
品

の
解
釈
で
あ
る
、
と

(33
)

い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
た
び
南
無

阿
弥
陀
仏
と
称
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
が
滅
ぼ
さ
れ
る
。
八
十
億
劫

の
罪
が
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
以
前

の
無
始
以
来
の
生
死

の
罪
は
、
容
易
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
れ
が
、
禅
喩
の
滅
罪
観
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

一
称
の
念
仏
に
関
し
て
は
、
第

一
疑
の
極
楽
往
生
と
種

・
熟

・
脱
の

禅
喩
の
往
生
思
想
 (奈

良
)
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禅
喩

の
往

生
思
想
 
(
奈

良
)

三

時

の
問

題

を

論

じ
た

箇

所

に
注

目

す

べ

き
も

の
が

あ

る
。

第

一
疑

云

衆
生
之
機

皆
有
二
種
熟
脱
之

三
時

一

往
生
極
楽

之

行

亦

可
レ

然

而
説
二
九
品
往

生
一之

中

及

以
所

々
経
論

悉
説
二
弥
陀
迎
接
之
旨

一是

既

得
之
時

順
次
之

生
也

何
故
不
レ
説

二種
熟

二
時
一耶

答

種
熟
脱
之

三
時

往

生
極
楽
之

人

何
不
レ
具
ハ

而

不
レ
説
者
蓋
略
也

間

所
レ述
道
理

也

但
上
品
上
生
之

人

具
ハニ
ニ

種
之

三

心
一
…
…
恐
乎

一
日
二
日
極
七
日
至

一
心
念
仏
之
輩

得
二
往
生

一

豊

元
レ種

而

初

発

心

乎

又
初
生
下
種

第

二
生
能
熟

第
三
生

欲
レ
遂
二
往

生

願

一之
人

量

更

造

二十
悪
五
逆

一

而

云
何
下
品
中
生
人

造
二
十
悪

五
逆

一

唯

聞
二
善

友

之

教

一

具
ハニ
十
念

一之
処

一
切
罪
悉
消
滅

得
二
観
音
勢
至
之
来
迎

一耶

答

仮
使

造
二
十
悪
五
逆

一

身
已
具
ハニ
十
念

一

十
念
之

力

殊

勝

故

蒙

二

二
大
士
来
迎

一

有
二
何
不
可

-乎

凡
聞
二
弥
陀
之
名
号

一

戯
咲
中

一
称
二

(
34
)

南
元
一

以
レ此
可
レ謂
二下
種
一也

こ
こ
に
引
用
し
た
二
つ
の
問
答

の
う
ち
、
は
じ
め
の
問
答
に
お
い
て

は
、
極
楽
往

生
に
お
い
て
も
種

・
熟

・
脱

の
三
時
を
具
ハす
べ
き
で
あ
る

の
に
、
弥
陀
の
迎
接
で
あ
る
得
脱

の
み
を
説
く
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う

疑
問
に
対
し
て
、
往
生
極
楽

の
人
と
い
え
ど
も
、
皆
、
種

…
熟

・
脱

の

三
時
を
具
ハす
る
こ
と
は
当
然
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い

経
論
が
あ
る

の
は
、
種
と
熟
と
の
二
時
を
省
略

し
て
い
る
に
す

ぎ
な

い
、
と
答
え
、
次

の
問
答
に
お
い
て
は
、
種

…
熟

…
脱
の
三
時
を
具
ハ足

し
て
極
楽
往
生
す
る
人
と
は
、
二
種
の
三
心
を
具
ハ足
し
て
、

一
日
乃
至

七
目
の
間
、

一
心
に
念
仏
す
る
、
上
品
上
生
人
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、

前

々
生
に
下
種
し
、
前
生
に
能
熟
し
、
今
生
に
お

い
て
得
脱
往
生
を
遂

げ
ん
と
す
る
、
上
々
品
に
次
ぐ
、
植
諸
徳
本

の
善

男
善
女
な
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、
ど
う
し
て
十
悪
五
逆

の
罪
を
造

っ
た
り
す

る
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
観
経
』
下

々
品
に
、
十
悪

五
逆

の
罪
を
造

っ
て
も
、
臨
終
の
時
に
、
善
友
の
教
え
を
聞
い
て
十
た
び
弥

陀
の
名
号
を
称
え
る
の
み
で
、
来
迎
を
得
て
得
脱

に
至
る
、
と
す
る
の

は
理
屈
に
合
わ
な
い
で
は
な
い
か
、
と
設
問
し
、
十
た
び
弥
陀
の
名
号

を
称
え
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
勝
れ
た
阿
弥
陀
仏

の
力
を
蒙
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ

っ
て
、
二
大
士
の
来
迎
が
あ

る

の
も
、
当
然
な

の
で
あ

り
、
要
す
る
に
、
臨
終
の
時
に
、
善
友
の
勧
め
に
よ
っ
て
弥
陀
の
名
号

を
称
え
る
こ
と
を
聞
き
、
戯
笑
の
中
に
お
い
て
で
あ

っ
て
も
、

一
た
び

南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
さ
え
す
れ
ば
、

そ
の
時
に
、
下
種
が
な
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
能
熟
・
来
迎
得
脱

へ
と
い
た
る
の
で
あ
る
、
と
答
え
て
い

る
。さ
き
の
、

一
称
の
念
仏
に
よ
り
、

八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
が
消
滅
す

る
、
と
い
う
解
釈
と
い
い
、
今

の
、

一
称

の
念
仏

に
よ
る
下
種
の
理
解

と
い
い
、
禅
喩
に
と
っ
て
、

一
称

の
念
仏
は
、
無
始
以
来
の
生
死

の
罪

を
滅
尽
し
、
あ
る
い
は
、
能
熟
か
ら
得
脱
来
迎
の
往
生

へ
い
た
る
、
最

も
重
い
意
味
を
も

っ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
そ
う

で
あ
る
。

六

一
た
び
南
無
と
称
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
八
十
億
劫
の
罪
が
滅
せ
ら
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れ
、
得
脱

に
い
た
る
た
め
の
下
種
が
な
さ
れ
る
、
と
し
て
、

一
称
に
重

い
意
味
を
見
出
し
、
し
か
も
、
十
悪
五
逆
の
罪
人
は
も
と
よ
り
、
諺
法

の
者
ま
で
も
往
生
が
可
能
で
あ
る
、
と
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
、
禅
喩

の
往
生
思
想

は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
、
千
観

の
思
想
に
相
通
ず
る
も
の
が

あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

千
観
は
、
『
九
品
往
生
義
』
か
ら
、
義
寂
の
疏
を
孫
引
き
す
る
際
に
、

「
若
少
称

若
多
称

皆
得
二往
生
一
」
と
あ
る

の
を
、
「
若

一
称

若

多
称
」
云

々
と
し
て
、
少
称
を

一
称
と
改
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ

に
、

一
称

の
念
仏
を
、

い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
が
理
解
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

(35
)

ま
た
、
「
極
楽
国
弥
陀
和
讃
」

に
は
「
十
悪
五
逆
諺
法
等

極
重
最

下
の
罪
人
も

一
た
び
南
無
と
唱
れ
ば

引
接
さ
だ
め
て
疑
わ
ず
」

と

い
う
句
が
み
え
る
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
、
十
悪
五
逆
は
も
と
よ
り
、
諺

法
の
罪
人
す
ら
も
、

一
称
の
念
仏
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
、
と
い
う
千

(36
)

観
の
悪
人
往
生
の
思
想
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
元
享
釈
書
』
巻
第
五
に

釈
安
海

学
二容
山
興
良
一尤
精
二台
教
-

当
二竪
義
一偶
二子
黒
谷
禅
愉
一

愉

難
二海
才
一潜
如
二金
竜
寺
千
観
所
一語
日

安
海
竪
義
降
レ之
何
如

観
日

海
学
広
深
待
与
レ
子
議

愉
信
宿

観
告
日

海
之
議
論
不
レ可
下以
二台
乗
一

(37
)

屈
上也

と
あ
る
。

こ
れ
は
、
ど
れ
ほ
ど
史
実
を
伝
え
て
い
る
も
の
か
、
に
わ
か

に
は
断
定
で
き
な
い
が
、
竪
者
に
関
し
て
、
安
海
を
立
て
る
と
い
う
件

に
つ
い
て
、
金
竜
寺
に
隠
棲
し
て
い
た
千
観

の
も
と
へ
足
を
運
び
、
二

晩

(信
宿
)
泊

っ
て
相
談
し
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
千
観

と
禅

喩
と
の
間
に
は
、
以
前
か
ら
、
親
交
が
あ

っ
た
、

と
考
え
て
も
よ
い
で

あ
ろ
う
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者
の
間
に
、
思
想

的
に
通
じ
合

い
、
共
鳴
す
る
も
の
が
あ

っ
た
、
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
し
、
両
者
が
、

一
称
の
念
仏
を
重
視
し
、
諦
法
者
の
往
生
を
も
認

め
ず
に
は
お
か
な
い
、
悪
人
往
生
の
思
想
と
し
て
共
通
す
る
基
盤

の
上

に
立

っ
て
い
た
証
左
と
も
、

う
け
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

1
 
佐
藤
哲
英
著

『叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
昭
和
五
四
年
、
百
華
苑
、
第
二

部
資
料
編
、
二
二
二
頁
。

2

『大
日
本
仏
教
全
書
』
第

一
二
三
巻
所
収
。

3

『続
群
書
類
聚
』
第
九
四
巻
所
収
。

4

『僧
綱
補
任
』
の
康
保
四
年
の
条
に
「
講
師
禅
愉
」
と
あ
り
、
そ
の
下

に
「
去
年
十
月
廿
日
宣
」
と
あ
る
。

5
 
井
上
光
貞
著

『
目
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
昭
和
五
〇
年
、
新
訂

版
、
山
川
出
版
社
、

一
七

一
頁
。

6
 
長
西
の

『浄
土
依
葱
経
論
章
疏
目
録
』
に
よ
る

(『大
日
本
仏
教
全
書
』

第
一
巻
、
三
四
五
頁
)
。

7
 
注
1
に
同
じ
。

8
 
同
右
。

9
 
佐
藤
氏

前
掲
書
、
第
二
部
資
料
編
、
二
二
三
頁
左
-
四
頁
右
。
(以

下
、
資
料
と
略
記
)

な
お
、
文
中
の
「
亦
是
」
の
「
亦
」
は
、
底
本
で
は
「
公
」
と
な
つ
て

禅
喩
の
往
生
思
想
 (奈

良
)
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禅
喩

の
往

生
思
想
 
(
奈

良
)

い
る
が
、
真
福
寺
蔵
本

に
よ

っ
て
「
亦
」

と
し
た
。

ま
た
、
「
傲
亀
」

は
、

本
来
、
「
竈
」

(
お
お
が
め
)
の

一
字

で
は
な
か

っ
た
か
、
と
考
え
ら
れ

る
。

な
ぜ
な
ら
、

こ
の
「
臨
二倣
亀
漠
之
深
理

こ

は
「
陳
二
牛
溶
之
浅
疑

こ

に

対
照

さ
れ
る
も

の
で
あ

つ
て
、
臨

と
陳
、

浜

と
澤
、

深
理

と
浅
疑

が
そ
れ

ぞ
れ
対
照

さ
れ
、
徹
亀

は
牛
に
相
対
す

る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

10
 
今

日
で
は
、
擬
撰

と
さ
れ
て
い
る
。

11
 

佐
藤

氏

前

掲
書
、

八
五
頁
。

12
 
資
料

二
二
九
頁
右
。

13
 

石
田
瑞
麿
著

『
浄

土
教

の
展

開
』
春
秋
社
、

昭
和

四
二
年
、

八
六
頁
。

14
 
資
料

二
三

一
頁
左
。

な
お
、

文
中

の
「
以
来
」

は
、
真
福

寺
蔵
本

に

よ

つ
て
補

つ
た
。

15
 
資
料

二
三

一
頁
左
。

16
 
資
料

二
二
四
頁
左
。

な
お
、

文
中
「

下
品

中
生
」

と
あ
る

の
は
「

下

品
下
生
」

の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

17
 
資
料

二
二
四
頁
左
。

18
 
資
料

二
三
二
頁
右
-

左
。

な
お
、

文
中

の
「
下
品
中
生
」

は
「

下
品

下
生
」

の
誤

り
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

19
 

石
田
瑞
麿
氏

前
掲
書

八
六
頁
。

20
 
資
料

二
三
二
頁
左
-

二
三
三
頁
右
。

21
 
底
本

の
西
教

寺
正
教
蔵
本
に
は
「

正
教
」

と
あ
る
が
、

他

の
四
種

の
写

本

は
す
べ
て
「

正
法
」

と
あ
る

の
で
、
そ
れ
に
し
た
が

っ
た
。

な
お
、

現

行

の
観

経
に
、

こ
の
文
が
な

い
こ
と
は
、
周

知

の
と
お
り

で
あ

る
。

22
 
石

田
瑞
麿
氏

前
掲
書

八
七
頁
。

23
 
資
料

二
二
六
頁
右
。

24
 
資
料

二
二
四
頁
左
。

25
 
同
右
。

26
 
資
料

二
一
ニ
ハ
頁
右
。

27
 
資
料

二
三
七
頁
右
-

左
。

28
 
拙
稿
「

『
九
品
往
生
義
』
と

『
十
願

発
心
記
』
」
(
目
本
大
学

哲

学

研

究

室
発
行

『
精

神
科
学
』
第
二
〇
号
、

昭
和

五
六
年

三
月
、

所
収
)

の
対
照

表

を
参
照

さ
れ
た

い
。

29
 

普
賢

晃
寿
著

『
日
本
浄
土
教
思
想
史
研
究
』

永
田
文
昌
堂
、

昭
和

四
七

年
、

八

一
頁
。

30
 

資
料

二
三

一
頁
右
。

31
 
同
右
。

32
 
注

15

に
同

じ
。

33

『
浄
土
十
疑
論
』
の
第
八
疑

に
同
様

の
文
が
あ
り

(
『
浄

土
宗
全
書
』
六
、

五
七
六
頁
上
)
、
千
観

の

『
十
願
発
心
記
』

に
も
、
引
用

さ
れ

て
い
る

(
佐

藤
哲
英
氏

前
掲
書
、

第

二
部
資
料
編
、

一
七

五
頁
右
-

左
)

の
で
、
あ

る
い
わ
、

こ
れ
に
よ

っ
た
も

の
か
。

34
 
資
料

二
二
四
頁

右
-

二
二
五
頁
右
。

35

『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』

歌
頒
部
、

『
日
本
歌
謡
集
成
』
巻

四
、

な
ど

に

所
収
。

36
 
詳

し
く

は
、
拙
稿
「

千
観

の
往
生
思
想

に

つ
い

て
」

(
壬
生
台
舜
博
士

碩
寿
記
念

『
仏
教

の
歴
史
と
思
想
』
大
蔵
出
版
、

昭
和

六
〇
年
、

所
収
)

を
参
照

さ
れ
た

い
。

37

『
大

日
本
仏
教

全
書
』

第

一
〇

一
巻
、

一
九

四
頁

上
。
(
目
本
大
学

教
授
)
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